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平成３０年度第１回太田・館林地域保健医療対策協議会

次 第

日 時：平成３０年１０月２日（火）

１４：００～

場 所：群馬県太田合同庁舎２０２会議室

１ 開 会

２ 挨 拶

３ 役員選出

４ 会長挨拶

５ 議 題

（１）平成２９年度病床機能報告の結果等について

（２）地域医療構想調整会議について

（３）地域医療介護総合確保基金について

（４）太田・館林保健医療圏の医療機能等の現況及び病院の開設等に係る

事前協議の審査方針(案)について

（５）その他

・意見照会について

６ そ の 他

・太田記念病院の救命救急センターの指定について

７ 閉 会



委員

職　　　名 氏　　　名

1 太田市長     清水　聖義

2 館林市長     須藤　和臣

3 邑楽郡町村会長     金子　正一 邑楽町長

4 太田市議会議長 　　石倉　稔

5 館林市議会議長 空席

6 邑楽郡町村議会議長会長 　　青木　満 大泉町議会議長

7 太田市医師会長     李　  雅弘 

8 館林市邑楽郡医師会長     真中　千明

9 太田市医師会副会長     中野　正美

10 館林市邑楽郡医師会副会長     松本　恵理子 

11 太田新田歯科医師会長     引田　正俊

12 館林邑楽歯科医師会長     中世　吉昭

13 太田市薬剤師会長     岩瀬  茂 

14 館林邑楽薬剤師会長     菊池　修 代理出席

15 群馬県病院協会代表 　　大槻　実 新橋病院

16 太田市消防本部消防長     服部　隆志 代理出席

17 館林地区消防組合消防長 　　福地　保幸

18 太田地域病院代表     佐藤　吉壮 太田記念病院

19 館林地域病院代表     新井　昌史 公立館林厚生病院

20 精神科病院代表     檀原  暢   三枚橋病院

21 看護協会代表     清水　幸子 太田記念病院

22 保険者協議会代表     相澤　宏一 SUBARU健康保険組合群馬支部

備　　　考

太田・館林地域保健医療対策協議会出席者名簿



平成30年度 第1回「太田・館林地域保健医療対策協議会」議事概要

■日時：平成30年10月2日（火）
午後2時から3時25分

■会場：群馬県太田合同庁舎 202会議室

議題(1) 平成２９年度病床機能報告の結果等について

○事務局から説明

○意見質疑等は次のとおり

（委 員）全国的に回復期病棟が少ない理由として、人員体制や運用ルール等、リハ

ビリテーション病床への転換のハードルが高いことが挙げられる。民間病

院が経営度外視で回復期を選択することは難しい。

（事務局）意見として受け止め、国に伝えたい。

議題(2) 地域医療構想調整会議について

○事務局から説明

○公的医療機関等２０２５プランの変更について、県立がんセンターから説明

（要 旨）センター機能の強化と地域連携を根底におき、経営改善に取り組みたい。

○意見質疑等は次のとおり

（委 員）病院が緩和ケア病棟もすべて急性期と報告していることに疑問を感じる。

（事務局）平成30年度病床機能報告において、病院に報告内容をよく検討してもらう。

（委 員）公立病院、公的病院の役割とは何か？

（事務局）公立病院は、救命救急やへき地医療等に取り組む。一方、公的病院は、税

制上の優遇もあるので、民間であっても率先して取り組むこととなってい

る。

議題(3) 地域医療介護総合確保基金について

○事務局から説明

○意見質疑等はなし

議題(4) 医療機関等の現況及び事前協議の審査方針（案）について

○事務局から説明

○意見質疑等はなし

■病院の開設等に係る事前協議の審査方針（案）は、原案のとおり了承。

その他 太田記念病院の救命救急センターの指定について

○太田記念病院から説明

（要 旨）既存のHCU 5床、ICU 5床のほか、一般病棟のうち10床を救急救命の病床と

して、計 20床により三次救急に対応したい。

○意見質疑等はなし

以上


